
 

日本国際経済法学会第３０回研究大会ご案内 

 

本学会の第 30回研究大会を次の要領で開催いたします。万障お繰り合わせの上、ご出席下さいますようご案内申

し上げます。  

2020 年 11 月 4日 

日本国際経済法学会理事長 須網 隆夫 

 

 

開催日 2020年12月12日(土) 

開催方法 Zoomウェビナーを用いたオンライン実施（参加登録方法は備考欄参照）9時45分頃から参加可能です 

 

大会プログラム 

 

午前の部（10時～12 時 25 分） 

 

座長 高崎経済大学教授 梅島修 

第 1報告「相殺関税及びアンチダンピング制度における損害要件の再考： 

「補助金の及ぼす影響」に関する WTO 加盟国の調査義務をめぐって」 

慶應義塾大学大学院法学研究科後期博士課程 坂入遼 

第 2 報告「WTO 法における規制目的の意義：規制目的の重要度に対する評価がパネル・上級委員会の審査に与え

る影響に照らして」 

日本学術振興会外国人特別研究員 邵洪範 

第 3報告「宇宙空間における「所有」とリスク：私法的観点からの整理と検討」 

岡山大学教授 増田史子 

 

総会（12時30分～13時00分）  

議題1 2019年度決算  

2 2021年度予算  

3 新入会員の承認  

4 その他  

 

  昼食・休憩（13時00分～14時30分） 

 

午後の部（14時30分～17時45分）  

                                  

共通論題 「Brexit、日英FTAとイギリス国際経済法制の今後」 

座長 早稲田大学教授／日本国際経済法学会理事長 須網隆夫 

第 1 報告「Brexit・日英 FTA 後の英国貿易協定・投資協定に関する法的・制度的諸問題について」 

 弁護士・西村あさひ法律事務所  石戸信平 

第 2報告「適用免除規定の運用から見る Brexit 後のイギリス競争法制の行方」 

国士舘大学教授 渡辺昭成 

第 3 報告「Brexit による英国・EUの金融規制の枠組みの変化」 

弁護士・モリソン・フォースター法律事務所 大間知麗子 

第 4 報告「Brexit 後の移民規制：国際労働移動をめぐる制度的枠組とイギリス労働市場の変化を視座として」 

専修大学准教授 大西楠・テア 

休 憩（16時 30 分～16 時 45 分）  

討 論（16時 45 分～17 時 45 分） 



 

【備考】 

・ 出欠のご返事は、学会ホームページ内の 2020 年研究大会案内のページ（パスワードで保護されています）にアクセスし、12 月 1

日までに事前登録してください。維持会員の方は参加される方すべての登録が必要です。このパスワードは各会員に研究大会案内

を印刷し郵送しており、そこに明記されております。 

・ 理事会は大会前日（12 月 11 日（金））19 時より Zoom にて開催されます（理事の先生方に別途連絡いたします）。 

・ 報告要旨・企画趣旨は、11 月中旬に上記の 2020 年研究大会案内のページに掲載予定です。レジュメも事前に 2020 年研究大会案内

のページにアップロードしますので、各自ダウンロードしてください。 

・ 2020 年度までの年会費の納入をお願い致します。年会費は、8,000 円（大学院生 3,000 円）です。最近納入された会員におかれま

しては事務処理上の行き違いがありました場合には、ご容赦ください。年会費の支払いは、会員各自の銀行・郵便貯金口座からの

自動振替が便利です。自動振替への切り替えをご希望の方、領収書の必要な方は、会計副主任の伊藤一頼（東京大学教授）（Email: 
itok@j.u-tokyo.ac.jp）にお申し出ください。 

・ 会員各位の周辺で、日本国際経済法学会の会員になっていただくのが相応しいという方がおられましたら、入会の勧誘をしていた

だければ幸いです。入会申込書は、学会ホームページで入手可能です。入会申し込みをされた方は、本研究大会における傍聴料を

免除されます。 

 

・ Zoom ウェビナーを用いたオンライン開催であるため、進行に遅れが出る可能性があることをご了承ください。 

・ 今回はオンライン実施のため傍聴料は無料といたしますが、会員の方の推薦を条件とします。非会員の方に傍聴をお勧めください。

なお、傍聴の件はホームページの記載も変更します。 

・ 研究大会にご欠席の方は、大変恐縮ですが 2020 年研究大会案内のページから総会の委任状をご提出ください。 

・ 住所、所属やメールアドレスの変更がございましたら、会員情報を更新しますので庶務までご連絡ください。 

 

  

 

  

 

 

 


